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６月３日、土砂災害・全国統一防災訓練を実施しました。この訓練は、６月の土砂
災害防止月間行事の一環として、６月３日を統一日として全国的に実施するもので、
地域住民、町、県、自衛隊等が参加しました。

西臼杵地区では、高千穂町下川登地区・中川登地区・上川登地区・大野原地区、日
之影町松の木地区、五ヶ瀬町第５行政区の６地区で実施し、各地区において、地元消
防団が見回って地域住民を避難所に誘導、その後、土砂災害に関する講習会、AEDの
使用方法・心肺蘇生法などの説明が行われました。五ヶ瀬町では、炊き出し訓練もあ
り、実際にお米を炊いて試食も行われました。

また、６月８日、１８日には、西臼杵地域の２つの小学校（岩戸小学校、鞍岡小学
校）で授業時間を活用させていただき、「土砂災害防止教室」の出前講座を開催しまし
た。児童のみなさんには、実際に土砂災害が発生した時の映像を見て
もらい、土砂災害の危険性を学んでいただきました。７月には、八戸
小学校で教室の開催を予定しています。

西臼杵地区は防災意識が非常に高い地域ではありますが、今回の訓
練や教室が、土砂災害に関する防災意識のさらなる普及への一助にな
ったものと考えています。
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全国和牛能力共進会 西臼杵地域代表牛決定検査会

６月１５日、本年開催される全国和牛能力共進会に向け
た西臼杵地域の代表牛決定検査会が高千穂家畜市場で開催
されました。

西臼杵地域は前回鳥取大会において内閣総理大臣賞を獲
得しており、連覇を目指しています。今回の代表牛決定検
査会も非常にレベルの高い出品牛が多く、今後の活躍に期
待が高まっています。

今後の日程は、７月に県内各地域の代表牛の中から宮崎
県代表が選ばれ、１０月２５日から２９日にかけて長崎県
で全国和牛能力共進会が開催されることになっています。

烏龍茶製茶研修会

６月３日・４日の両日、西臼杵地区烏龍茶研究会（甲斐雅也会長）
主催の烏龍茶製茶研修会が高千穂高校宮尾野農場で開催されました。

研修会では、講師として中国茶に詳しい東京在住の徳田さんをお
招きし、烏龍茶の製茶で重要な「萎凋（いちょう）工程」や「製茶
実習」を通して、製法のポイントについて熱心にご指導いただきま
した。

今年で２回目の研修会でしたが、今回習得した製茶ポイントを活
かして、烏龍茶の品質と味の安定に取り組むことにより、二・三番茶の付加価値を高め収益性の
向上と生産意欲の増進に向け期待がふくらみます。

綱の瀬川砂防ダム現地説明会

５月２５日、日之影町鹿川地区において、日之影町内４校の小学５年
生（計３２名）を対象に、綱ノ瀬川で整備が完了した砂防ダムの現地説
明会を開催しました。

児童のみなさんに、この完成したばかりのダムの
目前まで近づいてもらい、西臼杵支庁土木課の職員
が、スリット式砂防ダムの仕組みや災害の概要、避
難の大切さについて説明を行いました。

児童のみなさんは、はじめてみるスリット式ダム（高さ１１．５ｍ）や現
地の石の大きさ（約３ｍ）に一様に驚いていました。

この説明会により、地域の将来を担う小学生に、土石流災害の怖さを理解
していただき、防災意識の向上が図られたと考えております。

後日、日之影小学校のみなさんからお礼文を頂きました。どうもありがと
うございました！ 頂いたお礼文→

身近な水辺のモニター委嘱式・第1回モニター

５月３０日、「身近な水辺のモニター」委嘱式を行いました。
「身近な水辺のモニター」は、モニターを委嘱した「山附渓谷ホタル

の里」のみなさんと平成２０年度から実施しています。
このモニターは、河川工事完了後の自然環境

の変化をモニタリングし、今後の川づくりに反
映させることを目的としており、季節の変わり
目に河川の水質や水生生物の調査を行います。

６月７日に山附川で第１回目のモニター活動を行い、水質・透明度
など高い評価が得られ、メダカやオタマジャクシ等今まで確認されな
かった生物も確認できました。
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平成２４年度愛鳥作品コンクール 西臼杵地区審査会

野鳥保護の推進と愛鳥思想の普及啓発を図るため、愛鳥週間行事の一環として毎年4～5月
に愛鳥作品コンクールを実施しています。今年度はポスター24点、書9点の出品があり、小・
中学校別にポスター・書について金賞、銀賞、銅賞が選ばれました。

今回の地区審査で金賞・銀賞の作品については、６月下旬に行われる県の審査会に出品され、
７月23日から29日にかけて宮崎県庁本館に、また８月28日から９月９日にかけて宮崎県立
図書館に展示される予定です。

また、県の審査において、ポスターの部で金賞・銀賞に選ばれた作品は、(財)日本鳥類保護
連盟が実施している「愛鳥週間用ポスター原画コンクール」に推薦されます。

【小学校の部】

金賞 安在 琳世 銀賞 佐藤 奨之進 銀賞 鈴木 友李 銅賞 興梠 楓夏 銅賞 田中 錠 銅賞 姫野 千尋

（田原小６年） （宮水小６年） （高千穂小５年） （高千穂小６年） （日之影小３年） （日之影小２年）

金賞 興梠 晴洋 銀賞 田﨑 美織 銀賞 谷川 礼飛 銅賞 太田 みゆ 銅賞 垣内 拓馬 銅賞 村中 さち

（高千穂小６年） （高千穂小６年） （高千穂小６年） （三ヶ所小４年） （三ヶ所小４年） （三ヶ所小４年）

【中学校の部】

金賞 甲斐 宇瑛 銀賞 河内 大悟 金賞 河下 未歩 銀賞 吉瀬 遥 銀賞 新内 胡春

（日之影中３年） （日之影中３年） （五ヶ瀬中等２年） （五ヶ瀬中等２年） （五ヶ瀬中等１年）

高千穂小学校 田植え体験！

６月１１日、高千穂小学校５年生の
みなさんが、高千穂町三田井の藤本國
光さん所有の水田で田植えを体験しま
した。

みなさんは、泥の感触を楽しみなが
ら、一列一列真剣に田植えを行ってい
ました。

この体験は、高千穂小学校と高千穂
土地改良区が連携して行っている「農
業用水水源地域保全対策事業」の一環
として、平成２０年度から農業用水の
理解促進を目的に行われています。
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第63回宮崎県学校農業クラブ連盟大会 平板測量競技会

６月２１日に高千穂高校において、宮崎県学校農業クラブ連盟大会の平板測量競技会が
開催されました。

本大会は、毎年県内の農業高校を中心として開催されており、西臼杵管内の学校が会場
となったのは今回が初めてとなります。

競技会当日は、台風４号の影響によりやむなく室内競技となり
ましたが、高鍋農業高校から１チーム、宮崎農業高校、都城農業
高校よりそれぞれ２チームの計５チームが参加し、日頃鍛えた技
術を競いました。

競技の結果、宮崎農業高校Ａチームが優勝し、１０月に長野県
で開催される全国大会への出場権を獲得しました。

◎お問い合わせ先
宮崎県 西臼杵支庁 総務課

TEL 0982(72)2181 FAX 0982(72)3760
URLhttp://www.pref.miyazaki.lg.jp/contents/org/
chiiki/shityoson/nishiusuki_shityo/index.html

編集後記
梅雨ですので、雨の日が続きます。県南では

大雨で大きな被害が出ているところがあるよう
です。ここ西臼杵でも最近、今年度初めての大
雨洪水警報が発令され、常在危機の心構えにつ
いて、認識を新たにしたところです。

さて、新しい取組「わけもん語り場」ですが、
第１回目からかなり盛り上がりました。集まっ
ていただいた方は実際に若い方ばかりでしたが、
彼らの意識や熱心な語り口に、私自身とても刺
激を受けました。次回も楽しみです。（眞）

＊西臼杵支庁の業務等について、ご意見、ご要望など

ありましたら下記までご連絡ください。

「わけもん語り場」通信

６月２０日に開催した第１回「わけもん語
り場」には、西臼杵３町から６名の「わけも
ん」が集まり、「自分の危機感」他、いろん
な話題に脱線しながら、大いに盛り上がり、
夜の１０時近くまで語らいあいました。

次回は、７月１８日（水）１８：３０～
です。毎月１回 第３水曜日に開催する
「わけもん語り場」にぜひご参加ください！！
※わけもん女子の参加もお待ちしています！

日時：毎月第３水曜日

１８：３０～語り終わるまで

場所：西臼杵支庁大会議室

お問い合わせは、西臼杵支庁総務課

まで

乾シイタケの贈呈

６月５日、高千穂町、日之影町、五ヶ瀬町の３町の教育委員会に、
西臼杵林業振興協議会から地元で生産された乾シイタケが贈られまし
た。小学校等の給食に使用することで、地元産品への興味や安心・安
全な食への関心を持ってもらうとともに、地産地消を考える一環とし
て昨年度から実施されています。

ある町の教育委員長から、「地元で採れたシイタケ
を学校給食に使用することで、児童達にシイタケを
はじめ、地元の特産品に興味を持ってもらう機会に
したい。」という言葉をいただきました。

乾シイタケは、カルシウムの吸収をよくするビタ
ミンDを多く含んでいます。地域の子供達が”シイ

タケパワー”でスクスクと元気に育ってくれることを期待しています。

新茶の贈呈

５月３１日、高千穂地区茶業振興会（小笠秀哉会長）の飯干敏光
副会長から西臼杵支庁長へ、新茶の贈呈がありました。

西臼杵地区で生産されるお茶は全国的にも珍しい「釜炒り茶」と
呼ばれるもので、爽やかな香りが特徴となっています。飯干敏光副
会長からは「今年は霜害の影響もなく品質も良好」との報告があり
ました。

西臼杵地区では生産者、関係機関が一体となって釜炒り茶のみや
ざきブランドの認定を目指しており、今後益々「釜炒り茶」に注目が集まりそうです。


